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ＡＳＥＡＮの気象衛星データに関するフークショップに参加して

　　　ＡReport of ASEAN Regional Training Course (Workshop) on

Meteorological Satellitedata in Bandar Seri Begawan, Brunei Darussalam.

　　内藤　成規＊・香月　修一＊＊

Shigenori Naito and Syuichi Katsuki

１。はじめに

　当ワークショップの目的は、①気象解析及び予報を

サポートする上で、気象衛星画像の使用法に関して、

基本的な情報をＡＳＥＡＮの各国気象部門の担当者に提

供すること、②ＡＳＥＡＮ間で気象衛星データの応用に

関し、共同研究活動のための問題を明確にすること、

③ＡＳＥＡＮ各国における気象衛星データの使用に関し

て、情報及び経験を交換すること、④気象衛星システ

ムの利用に関する技術及び知識を、日本からASEAN

諸国につたえること、があげられていた。このうち①、

④に関連してJICAより気象衛星センターに講師の派

遣要請があった。この要請を受けて気象衛星センター

では２名（システム管理課　香月、解析課　内藤）を

当ワークショップに参加させた。

　11月11日～14日にかけてブルネイ・ダルサラーム国

の首府バンダル・スリ・ブガワンにおいて、当ワーク

ショップは予定どおり各国（６カ国）から３名、講師

３名の計21名の参加を得て順調に行われた。以下、私

的な感想を交えて、①ブルネイ国について、②当ワー

クショップについて、③その他の感想について、簡単

に報告する。

２。ブルネイ国について

　巾　プルネイの国状

　　　ブルネイ国はボルネオ島の北部（5 °Ｎ、115°Ｅ付

　　近）に位置し、三重県とほぽ同面積である。人口

　　は24万人で、首都のバンダル・スリ・ブガワンに

　　８万人が集まっている。立憲君主制であるが、ハ

　　ナサル・ボルキア国王（第29代サルタン）ｶl元首

　　を務めている。産業は石油、天然ガスが主で安定

　　した経済を維持している。人口が少ないために、

　＊　気象衛星センター解析課

　＊＊気象衛星センターシステム管理課
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Photo. 1　水上家屋

Photo. 2　バンダル・スリ・ブガワン市内のモスク

国民一人当りのＧＮＰはＡＳＥＡＮの中で最も高い。

豊かな資源に支えられ、国家財政は毎年大幅な黒

字で、所得税はなく、教育費、医療費も無料であ

る。しかし、国民の15％に当たる３万人程度は政
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　府の勧告を無視して、昔からの水上生活（Ｐｈｏt０.

　1）を続けており、時折火事で大被害がでるようで

　ある。水上の家屋をつなぐ木製の橋には水道管、

　電線も平行しており、14kmにも連する。水上家屋

　群とブガワン市街の間の水上には、双方を行き来

　する多くのモータボートが猛スピードで走り回っ

　ており通勤などに使うマイカーの役目を果たして

　いる。

　　イスラム教徒が人口のかなりの部分（60％以上）

　を占めており、イスラム教は国教とされている。

　町のあちらこちらにはモスク（Ｐｈｏt０.2）がみら

　れ、お祈りの時刻にはコーランのお教のメロ

　ディーが町中に響きわたりイスラム色が強い。イ

　スラム教の国では通常アルコール類は禁じられて

　いるが、昨年までは比較的自由に飲酒できたとい

　う。今年から急に規律がきびしくなり、我々の滞

　在期間中にもアルコール類を扱った店が検挙され

　ていた。しかし中国系のレストランでは内緒で

　ビールを扱っており、お茶のポットと茶碗でビー

　ルを飲ませてくれた。しかも安かった。

　　一般的にイスラムの女性と言うとベールで覆わ

　れた顔を連想するが、ブルネイでは白いスカーフ

　を着用していて顔を隠している女性は一人もいな

　い。さらに、多くの職場に男性に混ざって女性が

　働いており、発言力も強いようである。

　　我々の宿泊したホテル（ＰＲＩＮＣＥＳＳ ＩＮ）は二

　流のホテルのようであったが、他にも多くの白人

　を中心とした外国人が宿泊していた。品のよい老

　夫婦、20代の若者たち等、いずれもイギリス系と

　みられ、1984年に完全独立をするまでの影響かま

　だ多く残っている。国語はマレイ語であるが、英

　語も非常によく通じる。特に高官の英語はイギリ

　ス英語に近く解りやすい。

（2）ブルネイの気象台

　　運輸・通信省の中に航空局に属し、ブガワンで

　は飛行場の敷地に建てられたビルで業務を行って

　いる。飛行場の中に入るにはチェックが必要で、

　入口のゲートでは常に融通の利かない婦人警官が

　勤務している。気象台のビルの現業室に相当する

　部屋では、各高度において予報官（予報官は10人

　で、半数の５人が交替で現業を担当している。な

　お10人の予報官の内８人は外国人の雇用予報官）

　が解析した流線図、S-VISSRｶゝらの画像、レー

　ダーの映像を随時参照することができ、予報に役
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　　立てている。そこから飛行場の滑走路に沿って車

　　で数分の小高い丘の上に航空観利所があり、日本

　　の航空測候所と同じ様な観測機器が並べられてい

　　た。またそこでは、ブルネイで唯一の高層観測も

　　行われている。

　　　その他ブガワンの西約100kmのセリアにある気

　　象官署では、おもに海上の予報サービスを行って

　　おり、ＮＯＡＡとSDASを受信している。

　　　１日何回どの時刻に予報が出されるのかは把握

　　できなかったが、予報は毎日ローカル新聞の朝刊

　　と、午後７時半頃のテレビで発表されている。ブ

　　ルネイ気象台の外国人予報官の話では、海岸沿い

　　の国であるため、予報上重要な気象現象は海陸風

　　の影響によるものがほとんどであり、それに若干

　　の総説規模現象を考慮するだけで、当地の予報は

　　それほど難しくはないという。午後７時半のテレ

　　ビでは、日本のテレビでも見るような衛星画像の

　　動画も放映されている。これはオンラインではな

　　く、ブガワンの気象台で作成したビデオが届けら

　　れ、それを使用しているそうである。

３．気象衛星データに関するワークショップについて

　巾　オープニングセレモニー

　　　ブルネイにおいてASEAN ６ ケ国が一同に会す

　　るのも希であることから、本ワークショップの参

　　加者レベルを考慮すると異例の事であったが、日

　　本大使から各国大使に参加をはたらきかけ、結局

　　オープニングセレモニーは11月11日、ブルネイ航

　　空局長、日本大使、各国大使、ワークショップ参

　　加者が出席して行われた。ワークショップ議長の

　　歓迎スピーチに始まり、日本大使、ブルネイ航空

　　局長のスピーチのあと、イスラム教の国らしく平

　　和と安全の祈りでセレモニーをしめくくり、ワー

　　クショップ参加者全員の記念撮影をした(Ｐｈｏt０.

　　3)。

　(2)ＭＳＣ側の講義

　　　オープニングセレモニーの後、すぐに香月によ

　　る講義が始まり、11月14日まで毎日朝８時から午

　　後４時まで充実したワークショップが行われた

　　　(スケジュールをTableに示す)。我々は９コマの

　　講義とLabaratory sessionsの一部を担当し、以下

　　に示すような内容についての講義を行った。

　　①　気象衛星と観測システムの歴史と発展

　　②　日本の静止気象衛星の概要とS-VISSRデー
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Photo. 3　オープニングセレモニーの直後に撮影した

　　　　　記念写真

　　　　　最前列向かって左からクオ博士、内藤、香

　　　　　月、ワークショップ議長、航空局長、吉田

　　　　　日本大使、JICAブルネイ所長

　タの特徴

③　衛星気象力学とデータ収集システムの概要及

　び実習

④　衛星ディジタルデータの特徴と基本利用方法

⑤　気象衛星システムの将来計画及び衛星受信画

　像解析実習

⑥　衛星可視、赤外画像からみる雲の基本的な特

　徴と１年間の雲分布

⑦　衛星可視画像を利用した台風の強度解析の紹

　介及び実習

⑧　雲移動ベクトル算出システムの紹介と

　ＳＡＴＯＢ電報デコードの実習

⑨　衛星画像を利用した降水見積法の紹介

　　衛星からみたエルニーニョ、反エルニーニョ

　時の雲分布

　　衛星画像を利用した熱帯上層寒冷渦及びその

　熱帯への影響等の解析

　講義の内容の一部と、その中で特に印象に残っ
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た受講者からの反応を述べる。

　①、②の講義は準備の都合上オープニングセレ

モニーの会場でひき続き行われた。

　①では話の中で膨大な画像データを処理する上

で、計算機及びプログラム開発者の重要性につい

てふれた。参加者は同様の認識を特っているよう

であった。

　②ではＧＭＳ概要の説明後､強調画像の作成を例

にとり画像データの基礎的使用法について説明し

た。特に受講者の視覚に訴える講義で好評だった。

　③ではナビゲーションの説明後、衛星座標←→

地球座標変換プログラム（木川（1991））を参加者

に手渡した。ューザはS-VISSRの集信データ

フォーマットを正確に把握すればあらゆる処理に

当プログラムを有効に使用できる。次に、ＤＣＰシ

ステムの概要、有訪欧の説明後、実習として各国

のＤＣＰ設置のプランを発表してもらった。特に有

効な観測データの少ない地域では有力な観測手段
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のSECTOR ＩＭＡＧＥが格納できる。

　VISSR ＰＲＯＣＥＳＳＯＲの右のMET STATION

は主にSECTOR ＩＭＡＧＥの表示出力に使用され、

100の番号の方が1024×1024､10の方が640×480の

解像度を持つ。これらの端末にSECTOR IMAGE

は転送される。 MET STATION １０ではOSにMS

-ＤＯＳが採用されており、データの標準化を図っ

ている。

　画像の保存に関しては、ＣＣＴ（カートリッジカ

セットテープ）とフロッピーディスクが媒体とし

て用意されている。 RECEPTION ＩＭＡＧＥはCCT

１本に１画像を格納できる。 SECTOR ＩＭＡＧＥは

付加情報を含めても１ＭＢに満たないので、フ

ロッピーディスクにも保存できる。シンガポール

でも同じシステムを用いており、Labaratory ses-

sionでシンガポールで作成した画像をMET

STATION １０で表示し、説明した。

　このシステムは画像を見るという点では優れた

ものであるが、RECEPTION ＩＭＡＧＥの。－ザを

対象とした使用方が公開されていないようで、例

えばヒストグラムからパラメータを抽出するよう

な処理は出来ないので、ューザ側には不満がある

ようである。

　③ではピナツボ火山雲の例を使ってMETDAS

の具体的な機能の紹介をした。適切な温度―階調

変換テーブルを用いて、ピナツボ火山雲の特徴を

可視化した。 1991. 6.15.08ＵＴＣの例で最低温度

について、クオ博士の示した温度とこちらで用意

したもの（ＭＳＣ徳野氏作成のスライド）の温度

が－80°Ｃ付近で４°Ｃ（２レペルに相当）ずれてお

り、クオ博士はそれを大変心配しておられた。

　④は画像の動画を使い、気象解析も含んだ興味

深い講義だった。ボルネオ北西のスコールライン

の時期は南西モンスーンの時期と一致しており、

強いモンスーンフローが南支那海の南部を越える

ときに最も活発になり、南支那海の15°Ｎ以南を通

過する台風もスコールラインが発生し易い総観場

を提供する。時には南半球から影響を受けること

もあるそうである。 1991.8.14～15の事例を

ＭＥＴＤＡＳを使って表示しながら、スコールライ

ンの振舞い、レーダーとの比較等について説明し

た。

　台風ＦＲＥＤは８月の第２週にフィリピンの東海

上で発生し、北進後ルソン島付近から西進し最大

－28－

　風速80knotsに達し、海南島を横切り北ベトナム

　に上陸、衰弱した。この台風が南支那海を移動し

　ているとき、原油作業船を沈没させたとのことで

　ある。

　　最後にボルネオとスマトラの大規模な森林火災

　の画像を紹介した。森林火災に関してはシンガ

　ポールでも画像を用意しておりＡＶＨＲＲを利用

　した画像も表示された。

　　以上が全ての講義の内容である。

(4)その他

　　講義の後に、各国からのカントリーレポートが

　‘行われ、ワークショップの最後には当ワーク

　ショップの成果、衛星気象分野での今後の共通課

　題について話し合われた。

　　カントリーレポートでは、衛星データの今まで

　の使用状況、気象業務の組織的な位置付、現在の

　衛星受信設備の紹介、直面している問題点、今後

　の計画の報告が行われた。フィリピリンはＮＥＣの

　S-VISSR受信装置を導入しているが､インドネシ

　アを除く他の国はＭＥＴＤＡＳを導入している。問

　題点としては、やはり受信データの形式が不明な

　ため思うような画像処理が出来ないことが上げら

　れていた。インドネシアでは７つのSDASで衛星

　画像を利用している。将来の計画は色々上げられ

　ていたが、具体的な実現方法についての言及が少

　なく余り興味を覚えなかった。

　　最後の会議では、当ワークショップの成果が確

　認され、今後のワークショップ開催の要望が出さ

　れた。JICAでは、今年１回限りの予定で今回開催

　したものであるので、要望は確認したが次年度以

　降の開催は未定との返答をした。その他反省点も

　出された。当ワークショップの目的が気象解析な

　のか、衛星データの処理なのかが明確でない。受

　講者のレベルに差があり過ぎる、等々。我々講師

　に対してもブルネイの女性から厳しい批判があっ

　た。英語が下手だとは言われなかったが、声が小

　さいとか、内容を凝縮し過ぎているとか。

(5)クロージングセレモニー

　　14日PM 7 :30～高級レストランの２階でク

　ロージングセレモニーが行われた。ブルネイの航

　空局長、JICA所長、目本の第一書記官等、また当

　ワークショップに携わった航空局の職員速も参加

　者に加わって出席した。公式の挨拶の後カラオケ

　が始まった。早く終わることを期待して耐えてい



ous

SATCUJ瓦

気象衛星センター　技術報告　第24号　1992年３月

Fig. 1　ブルネイのS-VISSR受信装置のハードウェア概念図
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Fig. 2　ブルネイのS-VISSR受信装置のデータフロー概念図

たが、インドネシア、フィリピンの歌は聞くに値

するものであった。航空局長から参加者全員に当

ワークショップの参加証とオープニングセレモ

ニーの時の写真を一人づつ手渡された。また参加

者から講師に記念品の贈呈があった。そのまま終

わればいいなと思っていたら、タイの参加者に踊

りを強いられた。最後まで緊張の連続のワーク

ショップであった。

３。その他感想など

　気象現象の解析について考えてみると、本来対象と

なる現象の影響が大きい場合その詳細な解析が重要と

なるわけで、我々のように熱帯の住民でなく熱帯の現

象を肌で感じていないものが、果して住民の立場に

たった有効な情報を与えられるのかという点に疑問を

感じた。

　13日、日本国大使に公邸に招かれた時に国際化に関

しての話が出された。大使は真の意味の国際化は、個

人レペルで行われるものであり、日本はその意味では

国際化が進んでいないと言われた。これはその通りで

あり、前述のようにブルネイの気象局では10人の予報

官の内、８人が外国人であり、ブルネイ政府に雇われ

ている。彼らは自分の技術、知識を売って生活してい

　　　iMAce
圈

る。ブルネイ政府の契約は３年なので、その後は他の

国の予報官として働くといった具合である。日本人の

このようなタイプの予報官はほとんどいない。

　国際化と他国への貢献の関係は大きい。個人レベル

での交流、即ち個人が他国の政府から直接賃金を得て

その国のために働くことにより、真の意味の国際化が

深まり、住民の立場に立った仕事が出来るのではない

かと思われる。

　その他、ASEAN ６ ケ国から参加者が１ケ所に集

まったために、ＡＳＥＡＮ諸国間の関係について若干の

理解が深まった。シンガポール等中国系の国では、他

のＡＳＥＡＮ諸国との間に一線を画している様である。

またそれに対する反発も強いものがある様であるが、

具体的な事については問題が生ずるおそれがあるので

言及を避ける。

　最後に、このワークショップには２人で参加したた

め、お互いにフォローしあい非常に心強かった事を伝

える。
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